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研究成果の概要（和文）：現代においてハワイの伝統舞踊フラは、ローカリズムとグローバリズムが絡み合う形
で発展を遂げている。本課題は、フラの競技大会メリーモナーク・フェスティバルを考察の対象とし、フィール
ドワークと文献調査をつうじて、現代におけるフラがいかなる集団のいかなる記憶と衝動に支えられているのか
を分析した。その結果、現代のハワイアンにとってのフラが、アメリカによるハワイ支配の歴史を拒みハワイア
ンのの自立性を主張する手段であるとともに、重要な観光資源であることがあらためて明らかになった。さら
に、フラの商業観光化を促進させているのは、「フラの真正性」を追求する日本人フラ愛好者の存在であること
が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Today, Hawaiian traditional dance, hula is evolving in the local and global 
space. The object of this study is clarifying how the contemporary hula is developing. In order to 
consider the problem, this study mainly focused on the Merrie Monarch Festival which is the hula 
competition held every spring on Hawaii.  On the basis of the fieldwork and the references, it can 
be concluded that contemporary Hawaiians seem hula as a way to assert their independence,  as well 
as commercial culture. Moreover, it is clear that Japanese hula-lovers have been making hula like 
that, since they have been pursuing genuine hula eagerly.  

研究分野： ハワイ史

キーワード： ハワイ　フラ　歴史的記憶

  ３版
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１．研究開始当初の背景 
これまでハワイの歴史は「白人による抑

圧とそれに対するハワイアンの抵抗の物

語」として二項対立的に描かれてきた。し

かし、アメリカに併合される以前のハワイ

王国の国王は、国内において影響力を強化

していく白人勢力と対峙しつつ、他方では

自らの権威のもとに国民を統合・統治する

責務が課せられた。したがって、王権に着

目しつつハワイ史を再構成することは、従

来の二項対立的分析枠組みでは解明しえな

かったハワイアン内部の重層的な権力関係

の解明につながると考えられる。こうした

着想のもと、これまでの研究では、ハワイ

の伝統舞踊であるフラに注目し、これを王

権とのかかわりのなかでとらえなおすこと

により、歴代国王が王権の正統性を維持す

る媒体としてフラを用いてきたこと、およ

びフラの変容が王権の消長と密接な関連を

有していたことを明らかにした。 

このなかで新たな課題として浮かび上が

ったのは、現代のフラがもつ意義を解明す

る必要である。それというのも、併合後、

英語のハワイアン音楽に合わせた官能的娯

楽としてアメリカ文化へと包摂されたフラ

は、ハワイアンによる先住民権利回復運動

が本格化した 1970 年代以降には、伝統的

フラが「ハワイアン性」のアイコンとして

運動を下支えする存在となったからである。

その結果、現代のフラは、伝統的フラを「創

造」する側であるハワイアンとそうしたフ

ラに「真正性」を認める日本人をはじめと

する非ハワイアンの間でその需要と供給と

が一致し、グローバルな規模でのフラ・ビ

ジネスを招来している。そこで、本研究は

ハワイアンの歴史的記憶が現代のフラにい

かに反映されているのかに着目した。 
 
２．研究の目的 
本研究では、世界最高峰のフラの競技大

会であるメリーモナーク・フェスティバル

を分析対象にし、同フェスティバルにハワ

イアンのいかなる歴史的記憶が表象されて

いるのかを考察した。 

同フェスティバルは開催初期の 1960 年

代において、フラは中心的役割を担ってい

なかった。しかしながら、1970 年代に入り、

ハワイアンの権利回復運動の気運が高まる

のと軌を一にして、同フェスティバルはフ

ラの競技大会へと姿を変えた。これ以降、

現代にいたるまで、同フェスティバルはそ

の目的として伝統的フラを復興したカラカ

ウア王の功績の顕彰とフラの継承を掲げる

ことで、ハワイアンの独自性を島内外にア

ピールしている。また、現代においてフラ

がグローバルなレベルで文化的関心と商業

的関心を惹起しているのは、このフェステ

ィバルの存在によるところが大きい。した

がって、このフェスティバルこそ 1970 年代

以降のフラの歴史の中核を担ってきたとい

え、この場で確認されるフラの歴史を検証

せずに現代におけるハワイ文化の意味を把

握することは不可能である。 

 ところで、同フェスティバルの意義を検

証する上でもっとも重要性を持つのは、こ

の場で構築・再構築されるハワイアン自身

の「歴史的記憶」の分析である。それとい

うのも、1970 年代初頭において、フラは「白

人への抵抗とハワイアンとしての誇りを表

象する文化」として位置付けられたからで

ある。ここでフラはいかなるマイノリティ

文化として記憶されたのであろうか。こう

した問題関心のもと、本研究ではハワイア

ンの「歴史的記憶」の構築過程に焦点を当

てることとした。 
 
３．研究の方法 

 本研究は、文献・映像資料に基づいた分

析と、フィールドワークとを組み合わせた

研究方法を採用し、以下の二つのプロセス

を経ておこなった。 

①20 世紀前半期におけるハワイの社会・経



済・外交的状況に照らし合わせながら、こ

の時期のフラの変容を分析した。 

 20 世紀前半期において、アメリカで一大

ブームを巻き起こしたフラは、ハワイの軍

事的・経済的価値を高める手段として機能

した。さらに、1959 年にハワイが正式な州

へと昇格すると、フラは、ハワイの観光産

業を振興させる媒体として活用された。本

研究では以上のような 20 世紀前半期の「フ

ラのアメリカ化」の実相を明らかにした上

で、この現象に対するハワイアンの対応を

考察した。 

②以上の作業によって 20 世紀のフラの歴

史を明らかにした上で、メリーモナーク・

フェスティバルが開催当初から現代にいた

るまでいかなる変容を遂げたのかを追跡す

るとともに、これにかかわるハワイアンの

歴史的記憶がいかに構築され、その記憶が

いかに継承されたのかを明らかにした。 

具体的にはまず、このフェスティバルが

1970 年代以降いかなる文化的・政治的意図

のもとに開催されたのかを、過去約 40 年

間に発行されたパンフレット、関連する新

聞・雑誌記事、競技大会映像等の文献・映

像資料をもとに分析した。それと並行して、

現地調査によって彼らがいかなる歴史的意

識のもとにフラを実践しているのかを考察

した。 

 
４．研究成果 
 本課題は、フラの競技大会メリーモナー
ク・フェスティバルを考察の対象とし、フィ
ールドワークと文献調査をつうじて、現代に
おけるフラがハワイアンのいかなる記憶と
衝動に支えられているのかを分析した。 
 その結果、以下の三つの点が明らかになっ
た。第一に、現代のハワイアンにとってのフ
ラが、アメリカによるハワイ支配の歴史を拒
み、ハワイアンの自立性を主張する手段であ
り続けているということである。1893 年にハ
ワイ王国が転覆して以降、フラはその官能性
ゆえにアメリカ人の人気を博した。20 世紀に
入り、アメリカの軍事的・観光的拠点として
ハワイの重要性が認知されるにつれ、フラは
ハワイの魅力を訴える手段として機能する
ことになった。こうしたフラの観光商品化現

象をアメリカによる支配の一形態である、と
して糾弾する動きがハワイアンの間で醸成
されたのは 1970 年代のことであった。この
ような「抵抗」としてのフラの姿はいまだに
根強く、メリーモナーク・フェスティバルに
おいてはとりわけ顕著にあらわれている。 
 第二に、現代におけるフラは、ハワイにお
いて重要な観光資源として根付いていると
いうことが明らかになった。それは、メリー
モナーク・フェスティバルが開催されるハワ
イ島ヒロにおけるビジネスの多く、フェステ
ィバルの開催をその拠り所としていること
からも傍証される。 
 第三に、ハワイアンにとって自文化の独自
性をアピールする手段でありつつも、ハワイ
の重要な観光資源である、という二つの側面
を有する現代フラを下支えしているのは、日
本人を中心とするフラ愛好者であるという
ことである。メリーモナーク・フェスティバ
ルの現地調査においては、日本人フラ愛好者
やツアー関係者と行動をともにし、参与観察
をおこなうことで、日本人のフラにたいする
熱狂性こそがフラの観光商品化を促進して
いることが明らかになった。 
 以上要するに、現代におけるフラは、ハワ
イアンにとって自民族の独自性と白人勢力
への抵抗をあらわす文化であり続ける一方
で、ハワイの観光産業にとっては不可欠なも
のであり、フラをそのような二面性を有する
ハワイ文化へと仕立てている要因が、日本人
フラ愛好者にあるということが明らかにな
った。 
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